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2017年04月 No.1 

特徴 

 関連分野  マイクロニードル、経皮投与、化粧品、医薬品 

医・薬 化粧品成分を肌内部に浸透させるための経皮パッチ 

 化粧品成分などを浸透させた数百㎛の小さな
針がついたテープを皮膚に貼ることで、 

化粧品成分などを肌の内側で溶解、浸透させる
ことができる。 

 従来のマイクロニードル技術では、マイクロ
ニードルアレイへの水分補給が不十分であった
ため、溶解するのに１～３時間かかったが、本発
明では水膨潤性マイクロニードルアレイの背面
から適量の水分を供給することで全体が速やか
に膨潤し、肌内部での溶解、浸透速度を速めるこ
とができる。水膨潤性マイクロニードルアレイの
主材料は、水膨潤性高分子であるヒアルロン酸
やコラーゲン等である。 

１１……マイクロニードルアレイ  
１２……粘着テープ又は高水蒸気透過性粘着テープ  
１３……美容液含有シート  

（皮膚側） 
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 関連分野  蛍光体、赤外線領域の可視光変換、ディスプレイ材料、バイオマーカー、太陽電池材料 

新素材 赤外線領域を可視光に変換させる蛍光体 

 「アップコンバージョン蛍光体」とは、赤外線領
域を可視光に変換させる蛍光体である。本発明
は、さらに発光特性に優れた新規のアップコン
バージョン蛍光体と、その製造方法である。 

 「アップコンバージョン蛍光体」は、従来の、太
陽光の中で目に見えない紫外線領域を可視光に
変換する「ダウンコンバージョン蛍光体」に代替し、
省エネルギー、安定性に優れた蛍光体である。
しかし、従来のアップコンバージョン蛍光体は、
発光特性が未だ不十分であったり、フッ化物など
好ましくない材料を用いるものであったため、本
発明では、従来とは異なる材料で発光特性に優
れたアップコンバージョン蛍光体を提供する。 

赤外線 可視光線 紫外線 
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 関連分野  医療、理化学材料、凍結保存、製袋装置、レーザー 

加工技術 凍結保存用バッグの量産装置 

 人、動物、植物などの生体組織を凍結保存する
際に使用する凍結保存用バッグの製造装置。凍
結保存用バッグは、2枚重ねにしたフッ素系樹脂

シートを赤外線レーザービームで溶着して袋状の
容器として形成されている。 

 従来の技術では、1個のバッグを形成するのに

多くの時間を要し、バッグの加工コストが高くつき、
量産化を実現してコストを削減するには課題が幾
つか存在する。本発明では、加熱加工が難しい
フッ素系樹脂を素材とする凍結保存用バッグの
製造について、2枚重ねにした樹脂シートの溶着

作業を自動的にしかも的確に行って、凍結保存
用バッグを量産化し低コスト化できる凍結保存用
バッグの製造装置を提供する。 

１５ シート固定構造  
１８ シートテーブル  
１９ シート押圧体 
２０ テーブル本体  
２１ テーブル台 
２５ 放熱体  
２６ 押圧枠  
２７ レーザー窓 
４４ Ｘ軸スライダー 
４６ 移動テーブル  
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 関連分野  銀ナノワイヤ、ポリオール法、金属ナノ材料、マイクロ波、導電材料 

新素材 銀ナノワイヤの製法 

ポリオール法によって銀ナノワイヤを製造する際
に、より作業性よく製造することができる銀ナノワ
イヤの製造方法。 

 「ポリオール法」とは、銀化合物と表面修飾剤で
あるポリビニルピロリドンをポリオールに滴下し加
熱する方法である。銀ナノワイヤの製造において
は、銀化合物と表面修飾剤の両方の滴下スピー
ドを適切にコントロールすることが求められるが、
表面修飾剤は通常、粘度が高いため、滴下をコン
トロールすることが困難である。本技術は、ポリ
オール中における銀と表面修飾剤との濃度の比
率を変化させることなく、銀や表面修飾剤を容易
に滴下することができる手法の開発である。 
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 関連分野  防災、地震、自動解錠、アプリ 

防災 合鍵なしで施錠・解除できる地震自動解錠装置 

 物置小屋や、その鍵を保管した鍵保管ボックス
などの錠を、地震発生と同時に自動的に解錠す
る地震自動解錠装置。 

救命救急器具等の防災用品は、共同で管理する
物置小屋に保管されており、地震発生時に速や
かに合鍵を持って保管小屋の解錠をしなければ、
防災用品の使用ができないという問題がある。本
発明では、地震の発生時に、合い鍵を必要とせ
ず、地震の揺れを感知して自動的に解錠可能な
地震自動解錠装置の感震駆動装置である。解錠
と施錠とを行うことができるアプリケーションを備
えたリモコンに、予め設定された暗証番号を入力
して所定の操作をすることで、地震自動解錠装置
の感震駆動装置の解錠・施錠が行える。 

B     施解錠装置 
４１ セットハンドル 
７７ 鍵保管ボックス   

９７ 解錠押金  
１０２ 係止棒 
１０３ 錠止板 



 発明の名称  放射性汚染物の処理方法、ならびに放射性汚染物の処理設備 

 出願人/権利人  株式会社プランテック  発明者  勝井 征三 

 出願日  平成27年11月5日  出願番号  2015-217332 

 公開番号  2017-090108  特許番号  6127113 

 法的状態  登録中 

発明の概要 
代表図 

2017年04月 No.6 

特徴 

 関連分野 除染、浄化、放射性セシウム、汚染水処理、固形廃棄物処理 

環境 放射性汚染物浄化コストの低減 

 放射性汚染物の処理方法において、放射性セ
シウムに汚染された固形廃棄物を焼却炉で焼却
するとともに、焼却炉で放射性セシウムに汚染さ
れた汚染水から放射性セシウムを効率良く分離
する。放射性セシウムに汚染された固形廃棄物
と汚染水とを別々に浄化処理する場合に比べて
大量の放射性セシウムを効率良く回収できるよう
になる。これにより、放射性汚染物の浄化に要す
るコストを低減することが可能となる。  

 放射性汚染物の処理方法、ならびに放射性汚
染物の処理設備。放射性セシウムに汚染された
固形廃棄物と汚染水とを同時に浄化処理する処
理方法で、処理設備に好適に利用することが可能
である。 

２ 浄化処理装置 
１１ 汚染水供給装置 
１２ 水分供給装置  
１３ １次冷却装置  

１４ １次ろ過式集塵装置 
２２ 溶解槽  
２３ 固液分離装置  
３１ ２次冷却装置  

３２ ２次ろ過式集塵装置  
５ 廃棄物供給装置  
６ 管理型処分場  
７ 最終処分場 
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 関連分野  燃料電池、炭化水素ガス改質、水素製造、水素供給基地 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 水素ガス化効率80,90%を達成できる水蒸気改質システム 

 燃料電池や金属処理用の水素について、炭化
水素系ガスを改質することで製造する水蒸気改質
システムと、水蒸気改質システムを備えて構成さ
れる発電システム。 

 燃料電池自動車に対応するため、高効率のサ
テライト水素供給設備が望まれているが、水素ガ
ス化効率80%には未だ到達していない。従来の水

素製造システムでは、熱損失の本質の検討が不
十分であり、水素ガス化効率の向上のための熱
損失の減少は十分に図られていなかった。本発
明は、熱損失を効果的に抑制でき、80, 90%以上

の水素ガス化効率を達成し得る水蒸気改質シス
テムである。特に、燃料電池自動車(FCV)用のサ
テライト水素供給基地に有用である。 

２０ ガス予熱器 
２１ 空気予熱器 
２２ ＣＯ変成器  
２３ ガス冷却器  
２４ ドレイン分離器 
２５ ＰＳＡ水素分離装置  

１０ 収容空間 
１１ 原料圧縮機 
１２ 脱硫器  
１３ 第１給水予熱器 
１４ 第２給水予熱器 

１５ 第１水蒸気発生器  
１６ 第２水蒸気発生器  
１７ 改質炉  
１８ 改質管 
１９ バーナ 


